
労
組
と
人
材
派
遣
協
会
が
話
し
合
い
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派遣スタッフの研修風景 

 

働
き
方
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
目
立
っ

て
増
え
て
い
る
の
が
派
遣
労
働
だ
ろ
う
。
と

く
に
、
従
来
の
事
務
系
職
場
に
加
え
て
、
二

〇
〇
四
年
四
月
か
ら
製
造
現
場
で
の
導
入
が

認
め
ら
れ
、
派
遣
労
働
の
領
域
は
大
き
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。
経
営
者
に
と
っ
て
、

欲
し
い
と
き
に
使
え
る
遣
い
勝
手
の
い
い
派

遣
労
働
者
だ
が
、
派
遣
労
働
者
か
ら
み
る
と

不
安
定
な
雇
用
や
低
い
年
収
水
準
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
の
が
実
態
だ
。 

 

こ
こ
数
年
、
企
業
の
厳
し
い
コ
ス
ト
削
減

の
影
響
か
ら
、
派
遣
料
金
は
ダ
ウ
ン
を
続
け

て
お
り
、
派
遣
労
働
者
の
賃
金
も
低
下
傾
向

を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
景
気
回
復
が
本

格
化
す
る
な
か
、
派
遣
会
社
各
社
に
は
派
遣

料
金
の
値
上
げ
を
求
め
る
動
き
も
出
始
め
て

い
る
。
正
社
員
中
心
の
「
春
闘
」
も
久
々
の

賃
上
げ
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の

流
れ
が
、
派
遣
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
も
反

映
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
派
遣
労
働
者
な

ど
で
つ
く
る
労
組
全
国
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

派
遣
労
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
派
遣
会
社
の

業
界
団
体
で
あ
る
日
本
人
材
派
遣
協
会
と
三

月
一
日
都
内
で
、
派
遣
労
働
者
の
権
利
向
上

を
め
ぐ
っ
て
話
し
合
う
「
派
遣
春
闘
」
を
開

い
た
。 

   

低
下
傾
向

の
時
給
水
準 

 

労
働
側
は
、
独
自
に
実
施
し
た
派
遣
ス
タ

ッ
フ
ア
ン
ケ
ー
ト
や
電
話
相
談
の
結
果
か
ら
、

「
正
社
員
以
上
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
の

に
、
条
件
面
の
『
格
差
』
が
大
き
い
」
「
『
派

遣
』
を
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
『
派
遣
』
し

か
な
か
っ
た
」
「
安
定
し
た
働
き
方
を
し
た

い
」
な
ど
、
派
遣
労
働
者
の
生
の
声
を
紹
介

し
て
、
待
遇
改
善
を
要
求
。
賃
金
に
関
し
て

は
、
年
収
三
〇
〇
万
円
を
確
保
す
る
た
め
に

「
最
低
時
給
一
七
八
〇
円
以
上
」
の
実
現
を

訴
え
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
派

遣
労
働
者
の
時
間
給
は
九
四
年
調
査
の
平
均

一
七
〇
四
円
か
ら
下
が
り
続
け
て
、
今
年
の

調
査
結
果
で
は
一
三
〇
九
円
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
人
材
派
遣
協
会
は

、

派
遣
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
「
派

遣
は
人
に
か
か
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス
。
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
し
、
信
頼
と
成
長
性
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
派
遣
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し
て
希
望

を
持
っ
て
働
け
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
必

要
」
だ
と
の
考
え
を
示
し
て
、
現
在
も
能
力

開
発
や
福
利
厚
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
主
張
。
「
最
低
時
給
一
七
八
〇
円
」

の
賃
金
要
求
に
つ
い
て
は
、
「
た
だ
ち
に
で

き
る
か
と
い
え
ば
、
難
し
い
数
字
」
と
し
な

が
ら
も
、
「
（
景
気
回
復
を
背
景
に
）
採
用

難
の
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
時
給
額
が
低

い
と
人
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
態

と
し
て
、
最
近
の
派
遣
の
求
人
で
は
時
給
額

が
ア
ッ
プ
し
て
き
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
派

遣
元
も
派
遣
料
金
の
ア
ッ
プ
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。 

 

ま
た
、
一
〜
三
カ
月
の
短
い
契
約
が
反
復

更
新
さ
れ
て
い
る
実
態
に
つ
い
て
、
労
働
側

は
「
更
新
の
た
び
に
契
約
期
間
が
短
く
な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
い
つ
契
約
が
打
ち

切
ら
れ
る
か
不
安
で
、
不
満
が
あ
っ
て
も
言

い
出
せ
な
い
。
契
約
は
、
実
際
の
仕
事
の
長

さ
と
揃
え
る
べ
き
だ
」
と
主
張
。
こ
れ
に
応

え
て
協
会
側
は
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
上
も
、
契
約

は
長
い
方
が
よ
い
。
仕
事
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
契
約
期
間
が
短
く
な
る
場
合
は
、

派
遣
先
に
理
由
を
問
い
た
だ
す
。
派
遣
元
の

営
業
と
し
て
努
力
し
て
い
る
」
な
ど
と
説
明

し
た
が
、
議
論
は
す
れ
違
っ
た
。 

 

派
遣
ネ
ッ
ト
の
調
査
を
み
る
と
、
年
間
二

〇
〇
日
以
上
働
い
て
い
る
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の

年
収
は
、
九
四
年
の
二
九
七
万
円
か
ら
、
九

八
年
二
八
九
万
円
、
〇
一
年
二
七
七
万
円
、

〇
四
年
二
六
〇
万
円
と
下
が
り
続
け
、
〇
六

年
に
は
九
四
年
の
調
査
開
始
以
来
最
低
の
二

五
四
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
約

七
割
の
人
が
現
在
の
収
入
で
は
生
活
が
苦
し

い
と
感
じ
て
い
る
。 

  

職
種
別
賃
金
要
求

も
模
索
　 

 

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
が
昨
年
一
二
月
に
発

表
し
た
派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
実
態
・
意
識
調
査

（
集
計
数
一
〇
九
三
枚
）
で
も
、
現
在
の
時

給
は
単
純
平
均
で
、
女
性
一
二
四
七
円
、
男

性
一
二
八
五
円
で
、
年
収
換
算
す
る
と
、
女

性
二
三
七
万
円
、
男
性
二
四
四
万
円
と
な
り
、

年
収
は
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

派
遣
と
い
う
仕
事
に
不
満
を
感
じ
る
理
由

に
つ
い
て
女
性
の
派
遣
ス
タ
ッ
フ
は
、
「
正

社
員
と
比
べ
社
会
的
評
価
が
低
い
」（
五
三
・

〇
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
「
正
社
員

と
比
べ
て
収
入
が
少
な
い
」（
四
五
・
三
％
）、

「
契
約
期
間
が
短
く
雇
用
が
不
安
定
」（
四
〇
・

九
％
）
が
続
い
て
い
る
。
同
じ
く
女
性
ス
タ

ッ
フ
に
今
後
の
給
与
面
の
改
善
希
望
項
目
を

聞
い
た
と
こ
ろ
「
賞
与
の
支
給
も
し
く
は
増

額
」（
三
九
・
五
％
）
が
ト
ッ
プ
で
、
「
通
勤

交
通
費
の
支
給
」（
三
四
・
三
％
）、「
仕
事
の

習
熟
度
に
応
じ
た
時
給
の
増
額
」（
二
七
・
六

％
）、「
契
約
更
新
時
に
お
け
る
時
給
の
増
額
」

（
二
五
・
九
％
）と
い
っ
た
要
望
も
多
か
っ
た
。 

 

派
遣
ス
タ
ッ
フ
の
場
合
、
正
社
員
と
仕
事

の
内
容
が
重
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
Ｕ

Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
で
は
、
「
職
種
別
に
賃
金

水
準
を
決
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
職
種

別
の
要
求
を
模
索
し
て
い
き
た
い
」
（
本
部
）

と
し
て
い
る
。 

（
調
査
部
・
主
任
調
査
員
　
郡
司
正
人
） 
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厚
生
労
働
省
が
三
月
二
日
に
発
表
し
た
「
労

働
経
済
動
向
調
査
」（
二
月
調
査
）
に
よ
る
と
、

常
用
労
働
者
が
「
不
足
」
と
答
え
た
事
業
所

の
割
合
か
ら
、
「
過
剰
」
と
答
え
た
割
合
を

引
い
た
「
労
働
者
過
不
足
判
断
指
数
」（「
不

足
」
―
「
過
剰
」）
が
前
回
調
査
（
一
一
月
調

査
）
を
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
プ
ラ
ス
二
二
ま

で
上
昇
。
一
三
年
前
の
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
な

み
の
水
準
（
九
二
年
八
月
プ
ラ
ス
二
四
）
ま

で
人
手
不
足
感
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。 

　
景
気
の
回
復
に
加
え
、
「
団
塊
の
世
代
」

（
約
七
○
○
万
人
）
が
定
年
を
迎
え
る
二
○

○
七
年
が
目
前
に
迫
る
な
か
、
企
業
の
人
手

不
足
感
が
一
段
と
鮮
明
に
な
っ
た
格
好
だ
。 

　
調
査
は
年
四
回
（
二
月
、
五
月
、
八
月
、

一
一
月
）
実
施
し
て
い
る
。
対
象
は
従
業
員

三
○
人
以
上
の
五
四
○
八
事
業
所
。
今
回
発

表
の
二
月
調
査
で
は
、
三
○
三
四
事
業
所
か

ら
の
回
答
を
得
た（
回
答
率
五
六
・
一
％
）。 

   

正
社
員
・パ
ー
ト
と
も 

　
全
産
業
で「
人
手
不
足
」 

 

正
社
員
な
ど
の
常
用
労
働
者
の
過
不
足
判

断
指
数
の
推
移
を
み
る
と
、
バ
ブ
ル
期
の
九

一
年
二
月
（
プ
ラ
ス
六
一
）
を
ピ
ー
ク
に
下

降
曲
線
を
描
く
。
九
六
年
八
月
か
ら
一
時
的

に
「
不
足
超
過
」
に
転
じ
た
も
の
の
、
九
八

年
五
月
か
ら
再
び
「
人
員
過
剰
」
に
逆
戻
り
。

Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
と
い
わ
れ
た
二
○
○
○
年
時
も

常
用
労
働
者
は
「
過
剰
」
な
状
態
が
続
き
、

○
三
年
一
一
月
に
よ
う
や
く
「
不
足
」
が
「
過

剰
」
を
一
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
以
降
、
緩

や
か
に
不
足
超
過
幅
が
拡
大
し
、
今
回
発
表

の
二
月
調
査
で
は
前
回
を
二
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
プ
ラ
ス
二
二
と
、
一
三
年
前
の
水
準
（
プ

ラ
ス
二
四
）
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る（
図
参
照
）。 

　
二
月
調
査
を
産
業
別
に
み
る
と
、
全
産
業

（
九
産
業
）
が
「
不
足
超
過
」
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
六
産
業
（
建
設

業
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、
卸
売
・
小
売

業
、
金
融
・
保
険
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
）
で
前

回
調
査
よ
り
不
足
超
過
幅
が
拡
大
。
特
に
情

報
通
信
業
で
は
前
回
（
プ
ラ
ス
三
七
）
を
七

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
プ
ラ
ス
四
三
ま
で
拡
大
。

全
産
業
で
も
っ
と
も
正
社
員
の
人
手
不
足
感

が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

　
他
方
、
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
」
の
過
不
足
判

断
指
数
は
、
前
回
調
査
を
一
ポ
イ
ン
ト
上
回

る
プ
ラ
ス
二
二
。
正
社
員
同
様
、
パ
ー
ト
で

も
全
産
業
が
「
不
足
超
過
」
に
陥
る
。
パ
ー

ト
の
過
不
足
判
断
指
数
を
産
業
別
に
み
る
と
、

製
造
業
、
卸
売
・
小
売
業
、
金
融
・
保
険
業
、

不
動
産
業
が
前
回
よ
り
不
足
超
過
幅
が
広
が

っ
た
。
こ
の
う
ち
金
融
・
保
険
業
で
は
前
回

（
プ
ラ
ス
六
）
の
ほ
ぼ
三
倍
と
な
る
プ
ラ
ス

一
七
ま
で
不
足
幅
を
急
拡
大
。
パ
ー
ト
不
足

感
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
模
様
で
、
「
過

剰
」
と
の
回
答
は
一
件
も
な
か
っ
た
。
現
場

で
の
人
手
不
足
感
が
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
の

双
方
で
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

  

　
新
卒
・
中
途
採
用
が
増
加 

 
人
手
不
足
感
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
企
業

は
新
た
な
人
材
を
確
保
す
る
動
き
を
強
め
て

い
る
。
新
規
学
卒
者
の
「
採
用
内
定
あ
り
」

と
回
答
し
た
事
業
所
の
う
ち
、
高
卒
者
を
採

用
す
る
と
回
答
し
た
事
業
所
割
合
は
三
五
％

（
前
年
同
期
三
○
％
）、
専
修
学
校
卒
は
一
四

％（
同
一
二
％
）、
大
卒
文
系
は
三
一
％（
同

二
九
％
）、
大
卒
理
系
は
三
三
％（
同
三
○
％
）

と
、
す
べ
て
の
学
歴
で
前
年
実
績
を
上
回
っ

た
。 

　
新
卒
と
同
時
に
、
「
中
途
採
用
」
を
実
施

す
る
事
業
所
も
増
加
し
て
い
る
。
昨
年
一
○

月
〜
一
二
月
の
「
実
績
」
で
み
る
と
、
「
中

途
採
用
あ
り
」
と
し
た
事
業
所
割
合
は
、
前

年
同
期（
五
三
％
）を
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
五

五
％
。
産
業
別
で
も
っ
と
も
中
途
採
用
が
多

い
の
は
飲
食
・
宿
泊
業（
六
九
％
）で
、
サ
ー

ビ
ス
業（
六
一
％
）、
不
動
産
業（
五
七
％
）、

運
輸
業（
五
七
％
）が
続
い
た
。
人
出
不
足
感

が
強
ま
る
な
か
、
企
業
が
新
卒
・
中
途
採
用

に
本
腰
を
入
れ
は
じ
め
た
様
子
が
う
か
が
え

る
。 

  

　
雇
用
調
整
は
引
き
続
き
減
少 

 

企
業
の
採
用
意
欲
が
旺
盛
に
な
る
一
方
、

リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
雇
用
調
整
は
影
を
潜
め
つ

つ
あ
る
。 

　
二
○
○
○
年
以
降
の
雇
用
調
整
を
実
施
し

た
事
業
所
割
合
を
見
る
と
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩

壊
後
の
○
一
年
一
一
月
（
三
一
％
）
を
ピ
ー

ク
に
一
貫
し
て
減
少
す
る
。 

　
昨
年
一
○
月
〜
一
二
月
の
「
実
績
」
で
み

る
と
、
雇
用
調
整
を
実
施
し
た
事
業
所
割
合

は
全
産
業
計
で
一
一
％
。
前
回
調
査
（
一
三

％
）
よ
り
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。 

　
産
業
別
に
雇
用
調
整
を
実
施
し
た
事
業
所

割
合
を
み
る
と
、
二
産
業
（
情
報
通
信
業
、

運
輸
業
）
が
前
回
調
査
と
同
率
の
「
横
ば
い
」。

残
り
七
産
業
は
前
回
よ
り
も
「
減
少
」
。
雇

用
調
整
が
「
増
加
」
し
た
産
業
は
な
か
っ
た
。 

　
実
施
さ
れ
た
雇
用
調
整
は
、
ト
ッ
プ
が
残

業
規
制
（
五
％
）
で
、
配
置
転
換
（
四
％
）

が
続
い
た
。
「
希
望
退
職
者
の
募
集
・
解
雇
」

は
一
％
に
留
ま
り
、
「
一
時
帰
休
」
は
ゼ
ロ

と
な
っ
た
。
か
つ
て
吹
き
荒
れ
た
「
リ
ス
ト

ラ
の
嵐
」
は
一
段
落
し
た
よ
う
だ
。
　 

（
調
査
部
　
遠
藤
彰
） 


